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台湾事情 あれこれ 

 現地に足を運んで、台湾を知るための雑学 

                   バス移動時間の隙間学習 

                                      影戸 ・堀野・アイリーン 

 

UCHIDA 臺灣 ICT 教育視察團バスレクチャー資料 

1. 教育長はなぜ若い！   ３９歳  現場校長から 

  台湾の教育委員会組織  

  現場の教員が行政へ また 現場へ 

 

2.  世界の学力調査から 

   台湾は日本より上位？   
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3. 台湾進学率 

 

4. 台湾の若者 日本大好き  

   一番行きたい外国 
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インバウンド  
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5. 直近の日本への旅行者 
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6. 日本旅行リピーター率: 86.4%の台湾 

  国内でも日本ブーム  

台湾のドンキ 値段高くとも 飛ぶように売れる 日本製品！！！ 

訪日台湾人消費額最新データ：年間 1 兆 936 億円 
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7. ２大政党 民進党 国民党 について 

•    Kuomintang（KMT、国民党）＝ 52 議席。 

• Democratic Progressive Party（DPP、民主進歩党）＝ 51 議席。  

• このように、113 議席ある Legislative Yuan（立法院）において、どちらも過半数（57 議席

以上）には達していない。 

 

8.  ２大政党は健全な民主主義の証？ 

 台湾  民主主義指数 １位 

 民主主義評価   日本はアジアで２位 
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9. 半導体製造といえば台湾 

  ファウンドリー ＝コンピュータ回路を埋め込む前の基盤 

 

10. GDP per Capita 一人当たりの GDP は？ 4 カ国比較では。 
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11. 日本との連携 

 

 

 

12. 李登輝 初めての 直接選挙で選ばれた民主主義のリーダー 

● 李登輝：1996 年に初の総統直接選挙に当選（民主主義のスタート） 

 京都大学卒、 ： "Direct presidential election." 

● 1998 年：台湾は主権国家 "Taiwan is a sovereign state." 
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● 李登輝 ”一国家二制度を適用することはできない 
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２０２０年成功大学（台湾、資料） 
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台湾史を学ぶ世代 

         台湾史（高校 1 年教科書目次） 

なぜ台湾の歴史を学ぶのか 

1. 先住民族の時代      移民と多民族の社会 

2. オランダ・スペインの統治（17 世紀）  鄭成功の時代（明のゆかり） 

3. 清の時代（1683〜1895 年）    日本の統治時代（1895〜1945 年） 

4. 戦後の台湾と民主化（1945 年以降） 現代の台湾と国際社会 

5. 歴史を調べ、考える活動 
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• 「台湾史」とは、台湾を中国の一部ではなく独自の歴史主体として描く学問・教育内容 

• 1990 年代の民主化以降、台湾独自の歴史教育が進んだ。 

• 中国中心の「中華民族史観」から離れ、台湾の多文化的・多民族的歴史観を学ぶ 

• 教科書では、鄭成功・清朝支配・日本統治・戦後国民党政権などを台湾の発展過程として連

続的に学ぶ。 

• 特に若い世代は、台湾史を通じて「自分たちは台湾人である」というアイデンティティを自覚 

13. その他情報 

１ いまも山本刈り？？    街の散髪屋さんでは？ 

やってみせ 言って聞かせてさせてみて ほめてやらねば 人は動かじ 

台湾の教科書に載る八田与一 

八田與一は日本統治時代の台湾で活躍した土木技師。 

嘉南大圳（かなんだいせん）を設計し、南台湾の大規模灌漑を

実現した。 

烏山頭水庫を建設し、干ばつや塩害を解消して農業を発展させ

た。 

労働者の生活や教育にも配慮し、地域の信頼を得た。 

今も台湾では「農業の恩人」として尊敬されている。 
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14. Photo Data of UCHIDA 

 

た  

 

 

2000 年 12 月 高雄市 ASEP 第一回 

日台学生交流

 

教育局、高校校長と 

内田洋行ボランティア 学校訪問 
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台湾 ICT 教育指導者、高雄市教育局、日台交

流協会

 

 

中山大学学長と大久保氏 
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台湾の村井純 ネンシン・チェン博士

 

 

ARCS モデル ケラー博士と高雄市教諭たち 

 

文部大臣（2025 年） 
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15.  メモ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 


